
■Zoomの準備手順
▶オーディオの接続をご確認ください
　お使いのパソコン等にオーディオ（音響機器）がついているかどうかご確認ください。
ない場合はスピーカーやイヤホンをご用意いただき、あらかじめ接続を確認してください。
パソコンやスマホに内蔵されるオーディオは音が小さく聞こえづらいことがありますので、な
るべく外付けのスピーカーやイヤホン等をお使いください。
カメラとマイクは、発言を予定される方以外は不要です。
▶可能な方は有線接続に切り替えてください
　インターネット接続は、可能な方はできる限り有線に切り替えてください。通信が安定します。
▶Zoomの設定方法
≪パソコンからの利用方法≫
①会議の参加 URL をクリックすると、Zoom が起動します。
②「コンピューターでオーディオに参加」というボタンが出てきたら、これをクリックして下さい。

これで参加の準備は完了です。
※2回目以降の利用の場合（インストール済みの場合）は、参加 URL をクリックすると「Zoom ウェ
ビナーを開く」という文字が出ますので、これをクリックして Zoom ウェビナーに参加して下
さい。
※ウイルスなどセキュリティ対策のためにもなるべく最新版への更新を行ってください。

≪スマホやタブレットからの利用方法≫
必ず事前に「Zoom Cloud ウェビナー」というアプリをインストールしておいてください。その
際、いくつかのアクセス許可が求められますが、基本的に全て「OK」にしてください。
インストールが済んだら、参加 URL をクリックまたは ID の入力で参加できます。

▶あらかじめZoomテストが1人で可能です
Zoom の動作チェックは下記 URL から可能です。当日に使用するパソコンやスマホでお試しく
ださい。
　http://zoom.us/test
カメラ（自分が写るか）、マイク （自分の話す声が伝わるか） 、オーディオ（会議の音が聞こえ
るか）のテストができます。発言を予定されない方はオーディオ機能のみ確認できればＯＫです。

ご無理のないよう、時々体をほぐしたり、水分やおやつを補給したりしながらご参加ください。
当日、オンラインでお会いしましょう！

3・1ビキニデー集会の企画に参加する際の留意点

開催される企画の中では、参加者から開催中にチャットを通じて、質問、意見、感想を受け付
けます。とりわけ、2月 28 日におこなう海外代表との交流フォーラム「禁止条約を力に　とも
に核兵器のない世界へ」、パネル討論「核兵器禁止・廃絶をリードする日本へ」、3月 1日の企画：
証言「原爆、ビキニ核実験被害の現在と救済」では、全国のみなさんの質問に答えます。なお、
3・1ビキニデー集会では、開催中に「応援 FAX」（03-5842-6033 日本原水協事務局宛）を募集し
ます。可能な限り紹介します。

▶「チャット」の吹き出しを表示させない方法
Zoom の初期設定では、チャットが届くたびに吹き出しが表示されます。 特にスマートフォンで
ご覧の方は、吹き出しが視聴の妨げになると感じる方もおられるかと 思いますので、吹き出し
を消す方法をお知らせします。(イベント視聴中でも設定可能 )

参加のしおり

核兵器禁止条約を力に　核兵器のない世界を実現しよう
被災 68年・2022 年 3・1ビキニデー

3・1ビキニデー集会本部
東京都文京区湯島 2-4-4　平和と労働センター 6階　日本原水協事務所内
２月２８日（月）～３月１日（火）　電話　03-5842-6031・Fax　03-5842-6033

参加方法について

Email:antiatom55@hotmail.com
URL:http://www.antiatom.org/bikini_day/

日本原水協全国集会＆3・1ビキニデー特別企画、2022年 3・1ビキニデー集
会ごとに、参加のためのURLが登録された方に日本原水協事務局より、e-mail
アドレスを通じて届けられます。企画に参加する際には、URLにアクセスして入
室ください。入室と操作方法は以下の通りです。

当日用のURLは、それぞれ本番開始1時間前の正午に直接お送りします。入室
開始時間は本番30分前の12時 30分です。
時間になりましたらＵＲＬをクリックするか、ＩＤを入力してご入室ください。
※パスコードはありません。

当日用のURL



■Zoomの準備手順
▶オーディオの接続をご確認ください
　お使いのパソコン等にオーディオ（音響機器）がついているかどうかご確認ください。
ない場合はスピーカーやイヤホンをご用意いただき、あらかじめ接続を確認してください。
パソコンやスマホに内蔵されるオーディオは音が小さく聞こえづらいことがありますので、な
るべく外付けのスピーカーやイヤホン等をお使いください。
カメラとマイクは、発言を予定される方以外は不要です。
▶可能な方は有線接続に切り替えてください
　インターネット接続は、可能な方はできる限り有線に切り替えてください。通信が安定します。
▶Zoomの設定方法
≪パソコンからの利用方法≫
①会議の参加 URL をクリックすると、Zoom が起動します。
②「コンピューターでオーディオに参加」というボタンが出てきたら、これをクリックして下さい。

これで参加の準備は完了です。
※2回目以降の利用の場合（インストール済みの場合）は、参加 URL をクリックすると「Zoom ウェ
ビナーを開く」という文字が出ますので、これをクリックして Zoom ウェビナーに参加して下
さい。
※ウイルスなどセキュリティ対策のためにもなるべく最新版への更新を行ってください。

≪スマホやタブレットからの利用方法≫
必ず事前に「Zoom Cloud ウェビナー」というアプリをインストールしておいてください。その
際、いくつかのアクセス許可が求められますが、基本的に全て「OK」にしてください。
インストールが済んだら、参加 URL をクリックまたは ID の入力で参加できます。

▶あらかじめZoomテストが1人で可能です
Zoom の動作チェックは下記 URL から可能です。当日に使用するパソコンやスマホでお試しく
ださい。
　http://zoom.us/test
カメラ（自分が写るか）、マイク （自分の話す声が伝わるか） 、オーディオ（会議の音が聞こえ
るか）のテストができます。発言を予定されない方はオーディオ機能のみ確認できればＯＫです。

ご無理のないよう、時々体をほぐしたり、水分やおやつを補給したりしながらご参加ください。
当日、オンラインでお会いしましょう！

3・1ビキニデー集会の企画に参加する際の留意点

開催される企画の中では、参加者から開催中にチャットを通じて、質問、意見、感想を受け付
けます。とりわけ、2月 28 日におこなう海外代表との交流フォーラム「禁止条約を力に　とも
に核兵器のない世界へ」、パネル討論「核兵器禁止・廃絶をリードする日本へ」、3月 1日の企画：
証言「原爆、ビキニ核実験被害の現在と救済」では、全国のみなさんの質問に答えます。なお、
3・1ビキニデー集会では、開催中に「応援 FAX」（03-5842-6033 日本原水協事務局宛）を募集し
ます。可能な限り紹介します。

▶「チャット」の吹き出しを表示させない方法
Zoom の初期設定では、チャットが届くたびに吹き出しが表示されます。 特にスマートフォンで
ご覧の方は、吹き出しが視聴の妨げになると感じる方もおられるかと 思いますので、吹き出し
を消す方法をお知らせします。(イベント視聴中でも設定可能 )

●パソコンの場合

チャットの画面を常に表示させておくと、吹き出

しは表示されません。 ( 画面下のメニューにある

「チャット」ボタンを押すと、チャットの画面が表示

されます。)フルスクリーンにはしないでください。

●スマホの場合

①「... 詳細」を押す。

②「チャット」を選択。

③右上のベル型マークを押す。

④「ミュート」を選択。

⑤ベルに斜線がひかれたマークに変わります。 

　(吹き出しが出ない設定になった印 ) 詳細
ボタン



プログラム

今年の運動の柱となる基調報告、海外代表との交流フォーラムでは、中国封じ込めネットワー

クを拡大する米国、NATO 加盟国でありながら、禁止条約締約国会議にオブザーバー参加するド

イツ、朝鮮半島と北東アジアの非核化にとって重要な立場にいる韓国からそれぞれ代表が参加し

ます。また、署名運動、自治体意見書決議のとりくみなど日本の草の根の活動交流をおこないます。

第１部　日本原水協全国集会　

【主なプログラム】
◆基調報告：安井正和（日本原水協事務局長） 
◆海外代表との交流フォーラム「禁止条約を力に　ともに核兵器のない世界へ」
　ジョゼフ・ガーソン（アメリカ）、マリオン・キュプカー（ドイツ）、イ・ジュンキュ（韓国）
　コーディネーター：土田弥生（日本原水協事務局次長） 
　※全国の参加者からの質問に答えます。チャットでお寄せください。
◆草の根の運動から
◆みんなでうたおう

第 2部　３・1ビキニデー特別企画　

主催 原水爆禁止日本協議会
13 : 00~14 : 30

14 : 30~15 : 30
主催 原水爆禁止世界大会実行委員会、3・1 ビキニデー静岡県実行委員会

　「核兵器禁止・廃絶をリードする日本」をめざし、広範で多様な立場の人々・運動から、協力・

共同を発展させる場です。参加者のみなさんの質問に答えます。チャットでお寄せください。

パネル討論「核兵器禁止・廃絶をリードする日本へ」

【パネリスト】
和田征子（日本原水爆被害者団体協議会事務局次長） 
中野晃一（上智大学教授） 
武本匡弘（プロダイバー /環境活動家）
中村凉香（KNOW NUKES TOKYO共同代表）
笠井   亮（日本共産党衆議院議員 )
司会（コーディネーター）：前川史郎（日本原水協担当常任理事） 

2 28月 日（月）



主催　原水爆禁止世界大会実行委員会、3・1ビキニデー静岡県実行委員会

３・1ビキニデーの詳細はホームページでもご覧いただけます。

【主なプログラム】
◆オープニング ：うたごえのみなさん　　　　　　　　　　　　　
◆主催者あいさつ：石原 洋輔（静岡県原水爆被害者の会会長 /静岡県実行委員会） 
◆来賓あいさつ ：アレクサンダー・クメント大使
  （オーストリア外務省軍縮・軍備管理・不拡散局長） 
  中野弘道（焼津市長）、濱住治郎（日本原水爆被害者団体協議会事務局次長）
◆メッセージ紹介、主催者報告：千坂純 (世界大会実行委員会運営委員会共同代表 )

【主なプログラム】
◆文化企画：ラテンジャズ
 ピアノ（小島太郎）＆フルート（茅原里佳子） の演奏
◆メイン企画： 証言「広島、長崎、ビキニの被災と現在、被災者の救済」
＜第一部＞ ・太平洋の水爆実験被害の全体像と今日的な課題
   野口邦和（世界大会実行委員会運営委員会共同代表）
  ・「黒い雨」訴訟の高裁判決の歴史的意義と今後の課題
   竹森雅泰（「黒い雨」訴訟 弁護団事務局長 /弁護士）
  ・長崎原爆被害の報告
   山本誠一（長崎被爆地域拡大協議会事務局長 /被爆体験者）
  ・朝鮮人被爆者の証言
   朝鮮人被爆者　平和と統一を拓く人々＝SPARK（韓国）および専門家
＜第二部＞ ・ビキニ水爆被害の報告
   橋元陽一（太平洋核被災支援センター副代表）
   下本節子（ビキニ労災訴訟原告団長 /高知）
  ・マーシャルの高い残留放射能を告発
   イヴァナ・ニコリック・ヒューズ（コロンビア大学上級講師）

第１部 13 : 00~

13 : 50（予定）~15：30第 2部

URL:http://www.antiatom.org/bikini_day/

3・1ビキニデー
集会本部

東京都文京区湯島 2-4-4　平和と労働センター 6階　日本原水協事務所内
２月２８日（月）～３月１日（火）　電話　03-5842-6031・Fax　03-5842-6033
Email:antiatom55@hotmail.com　URL:http://www.antiatom.org/

3 1月 日（火）


